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１．はじめに
１秒以下の短周期地震動は、震源過程の不均質や地下構造の不均質性の影響を非常に強く受ける。そのため、

強震動評価においては、短周期地震動を stochactic な現象として扱い、統計的グリーン関数法で計算する場合が
多い。しかし、この方法に使われる統計的グリーン関数が調べられていない地域もある。本研究では、布田川・
日奈久断層帯及び森本・富樫断層帯の付近で観測された地震記録を対象に解析を行った。
２．検討方法
統計的グリーン関数は、与えられた経時特性と周波数特性（振幅）を満たすように求められる（位相はランダ

ムを仮定）。そこで、ここでは断層帯近傍での地震記録からこれらの特性の設定に必要な経時特性を示すパラメー
タ（波形のエンベロープの形状と、マグニチュードと震源距離の回帰係数）、Qs（地殻内の平均的なＳ波のＱ値）、
fmax を推定する。
経時特性の解析手順は以下のとおりである。すなわち、(1)１秒のハイパスフィルタを通した波形からエンベ

ロープを作成し、(2) Boore の関数を当てはめてエンベロープの形状を規定する Tr（振幅が最大となる時間）と
Td（継続時間）を求める、(3)求められた Tr および Td についてマグニチュード Mと震源距離 R に対する回帰係数
を求める。Qs の推定には岩田・入倉（1986）の方法を用いる。ここでは、1 つの地震の震源スペクトルを、ω^2
モデルにもとづいて仮定する。fmax は震源に近い観測点の加速度スペクトルから読み取る。
解析には K-NET 観測点と KiK-net 観測点（地中）のＳ波部分の水平動２成分のベクトル和を使用した。布田川・

日奈久断層帯周辺では M3.6～M6.5、深さ 8～13km の８地震を使用した。森本・富樫断層帯周辺では M4.2～M5.4、
深さ 5～22km の 10 地震を使用した。
３．結果
３．１　布田川・日奈久断層帯周辺
経時特性のパラメータ Tr および Td と M および R は以下の関係にある。Tr の結果は伊藤・他（2001）の結果よ

りやや距離依存性の強い結果となっている。
log(Tr) = 0.0737 * M + 0.5278 * log(R) - 1.0777
log(Td) = 0.0574 * M + 0.3290 * log(R) - 0.0325
Qs は 116 * f^0.65 という周波数依存性がある。この結果は加藤（2001）の結果にほぼ等しい。また、M6.5 の

地震から見積もった fmax は 6.4Hz である。
３．２　森本・富樫断層帯周辺
経時特性のパラメータ Tr および Td と M および Rは以下の関係にある。
log(Tr) = 0.0580 * M + 0.4405 * log(R) - 0.9740
log(Td) = 0.0919 * M + 0.0669 * log(R) + 0.2223
Qs は 274 * f^0.46 とやや高い値に求まった。M5.4 の地震から見積もった fmax は約 10Hz である。
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